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委員等から部会に提出された意見書

（沖縄振興に関する各種制度等）
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１

）

提
出

先
の

部
会

 ：
　

総
合

部
会

氏
名

：
　

仲
宗

根
　

君
枝

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
　
　
　
総
合
部
会

（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

1
２

章
P

2
3
3
　

８
行

・
・
環

境
衛

生
関

係
の

営
業

者
等

・
・
・
生

活
衛

生
関

係
の

営
業

者
等

公
庫

法
の

表
記

の
通

り
に

し
た

方
が

良
い

。

2
２

章
P

2
3
3
　

９
行

・
・
一

般
の

金
融

機
関

が
融

通
す

る
こ

と
を

・
・
一

般
の

金
融

機
関

が
供

給
す

る
こ

と
を

公
庫

法
の

表
記

の
通

り
に

し
た

方
が

良
い

。

3
２

章
P

2
3
5
　

７
行

目
・
・
近

年
で

は
、

年
度

を
明

確
に

表
記

し
て

は
ど

う
か

年
度

を
明

確
に

表
記

し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

し
丁

寧
で

あ
る

。

4
２

章
P

2
4
0
　

3
4
行

目
・
・
補

助
負

担
率

の
か

さ
上

げ
が

制
度

化
さ

れ
、

・
・
高

率
補

助
が

制
度

化
さ

れ
、

簡
潔

明
瞭

に

5
２

章
P

2
4
6
　

1
3
行

目

一
方

、
原

材
料

高
や

人
手

不
足

が
徐

々
に

深
刻

化
し

て
い

く
中

で
の

人
件

費
高

騰
、

・
・
繁

忙
な

資
金

栗
を

し
た

支
え

す
る

た
め

の
運

転
資

金
需

要
が

増
加

し
た

。
本

計
画

期
間

中
盤

以
降

は
、

・
・

ま
た

、
原

材
料

高
や

人
手

不
足

が
徐

々
に

深
刻

化
し

て
い

く
中

で
の

人
件

費
高

騰
、

・
・
繁

忙
な

資
金

栗
を

し
た

支
え

す
る

た
め

の
運

転
資

金
需

要
が

増
加

し
、

本
計

画
期

間
中

盤
以

降
は

、
・
・

一
方

の
表

記
の

場
合

は
行

変
え

す
る

。
前

段
と

後
段

で
ま

と
め

る
方

が
い

い
。

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（
沖

縄
振

興
計

画
）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）
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（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

6
２

章
P

2
4
7
　

2
4
行

目

財
政

投
融

資
制

度
に

つ
い

て
は

、
郵

便
貯

金
や

年
金

積
立

金
な

ど
を

活
用

し
た

財
政

投
融

資
は

、
国

内
の

貯
蓄

を
社

会
整

備
な

ど
に

効
率

的
に

活
用

す
る

財
政

政
策

手
段

と
し

て
、

我
が

国
の

経
済

発
展

に
大

き
く
貢

献
し

て
き

た
が

、
政

策
的

に
必

要
と

さ
れ

る
資

金
需

要
と

は
関

係
な

く
原

資
が

集
ま

る
こ

と
で

財
政

投
融

資
の

規
模

が
肥

大
化

し
、

効
率

的
な

運
用

が
行

わ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
問

題
が

指
摘

さ
れ

、
財

政
投

融
資

制
度

を
よ

り
効

率
的

で
、

市
場

原
理

と
調

和
の

と
れ

た
も

の
と

す
る

た
め

、
平

成
1
3
年

度
に

財
政

投
融

資
改

革
が

行
わ

れ
た

。

財
政

投
融

資
制

度
 に

つ
い

て
は

、
郵

便
貯

金
や

年
金

積
立

金
な

ど
を

活
用

し
 た

財
政

投
融

資
は

、
国

内
の

貯
蓄

を
社

会
整

備
な

ど
に

効
率

的
に

活
用

す
る

財
政

政
策

手
段

と
し

て
、

我
が

国
の

経
済

発
展

に
大

き
く
貢

献
し

て
き

た
が

、
政

策
的

に
必

要
と

さ
れ

る
資

金
需

要
と

は
関

係
な

く
原

資
が

集
ま

る
こ

と
で

 財
政

投
融

資
の

規
模

が
肥

大
化

し
、

効
率

的
な

運
用

が
行

わ
れ

て
い

な
い

な
ど

の
問

題
が

指
摘

さ
れ

、
 財

政
投

融
資

制
度

を
よ

り
効

率
的

で
、

市
場

原
理

と
調

和
の

と
れ

た
も

の
と

す
る

た
め

、
平

成
1
3

年
度

に
財

政
投

融
資

改
革

が
行

わ
れ

た
。

分
か

り
や

す
い

文
章

に

7
２

章
P

2
5
2
　

1
7
行

目
・
・
２

次
交

通
の

利
便

性
問

題
、

・
・
観

光
目

的
地

ま
で

の
交

通
ア

ク
セ

ス
の

利
便

性
問

題
２

次
交

通
と

い
う

言
葉

は
一

般
的

で
な

い

8
２

章
P

2
5
3
　

2
8
行

目
・
・
P

P
P

/
P

F
I

カ
ッ

コ
書

き
で

正
式

な
単

語
又

は
日

本
語

を
表

記
分

か
り

や
す

い
表

現
に

9
２

章
P

2
5
3
　

3
7
行

目

・
・
沖

縄
振

興
を

持
続

可
能

な
も

の
へ

と
シ

フ
ト

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
沖

縄
県

の
経

済
に

お
け

る
財

政
依

存
度

を
想

定
的

に
低

下
さ

せ
て

い
く
、

こ
の

こ
と

は
自

立
型

経
済

の
構

築
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
の

意
味

で
、

こ
れ

か
ら

の
沖

縄
振

興
に

お
け

る
政

策
金

融
が

果
た

す
べ

き
役

割
は

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

重
要

性
を

増
し

て
い

く
と

考
え

る
。

・
・
沖

縄
振

興
を

持
続

可
能

な
も

の
へ

と
シ

フ
ト

さ
せ

 る
こ

 と
に

よ
り

、
沖

縄
県

の
経

済
に

お
け

る
財

政
依

存
度

を
想

定
的

に
低

下
さ

せ
て

い
く
 、

こ
の

こ
と

は
こ

と
が

自
立

型
経

済
の

構
築

に
と

っ
て

必
要

不
可

欠
で

あ
り

、
 そ

の
意

味
 で

、
こ

れ
か

ら
の

沖
縄

振
興

に
お

け
る

政
策

金
融

が
果

た
す

べ
き

役
割

は
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
重

要
性

を
増

し
て

い
く
と

考
え

る
。

分
か

り
や

す
い

表
現

に

1
0

３
章

P
6
0
6
　

３
行

目
沖

縄
に

お
け

る
・
・

県
は

、
沖

縄
に

お
け

る
・
・

主
語

が
な

い
た

め
、

主
語

を
挿

入

1
1

３
章

P
6
0
6
　

3
4
行

目
・
・
役

割
を

存
分

に
発

揮
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

目
標

に
つ

い
て

は
達

成
し

て
い

る
と

言
え

る
。

・
・
役

割
を

存
分

に
発

揮
し

て
い

る
 こ

と
か

ら
、

目
標

に
つ

 い
て

は
達

成
し

て
い

る
と

言
え

る
。

目
標

を
達

成
し

て
い

る
と

言
え

る
と

の
表

現
は

、
役

割
を

終
え

た
と

の
誤

解
を

与
え

る
。

1
2

４
章

P
6
9
4
　

６
行

目
・
・
自

然
的

事
情

に
よ

り
、

防
災

対
策

が
必

要
に

な
る

こ
と

や
、

老
朽

化
の

進
行

・
・
自

然
的

事
情

に
よ

り
、

台
風

襲
来

の
防

災
対

策
が

必
要

に
な

る
こ

と
や

、
塩

害
に

よ
る

老
朽

化
の

進
行

防
災

対
策

や
社

会
資

本
の

更
新

の
必

要
性

の
理

由
を

よ
り

明
確

に
す

る
た

め

2


